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シェイクスピア原語上演が

英語学習に与える意義についで

桑 山 智 成

Abstract

Thepurposeofthisessayistopointoutsomeofthesignificanteffects

thatperformingaShakespeareanplaycanhaveonJapanesestudents

whoarestudyingEnglishasaforeignlanguage.Scanningandreciting

Shakespeareanverselineshelpsthem notonlytounderstandhis

poetical,theatriCal artbutalSotoappreciateimportantphonological

characteristicsofEnglishthatarealientotheJapaneselanguage,e.g.

syllable(asopposedtomora),vowels,andstress-timedrhythm.Through

thescansionofadialoguebetweenOrsinoandViolainAct2Scene5of

Tu)elfthNight,Idemonstratethatthecloseexaminationoftheirregular
metre can reveal the characters'emotions behind the lines.

Shakespeareanverseisoneofthebestsourcesofmaterialforleaning

theEnglishrhythmandsoundsandfordeveloplngSensitivitytotheir

co汀elationwithmeaningsandemotions.

1.英語教材としてのシェイクスピアの韻文

日本人学生がシェイクスピアを原語で上演することによって得られる英語

学習効果はシェイクスピア研究においてはあまり注目されてこなかった｡戸

所宏之氏によると1992年の第31回日本シェイクスピア学会シンポジウム｢シェ

イクスピアをどのように教えるのか｣はシェイクスピアの教授法が取り上げ

られた数少ない例の一つだが､ここでも上演を目指した教育現場に関する具

体的な議論はなかったようである2｡戸所氏の ｢シェイクスピア劇を授業で上

演する｣は教室でシェイクスピアを上演する際の授業の流れや練習方法につ

いて具体的に解説しているが3､どのように学生が英語やシェイクスピア作品
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についての理解を深めることができるのかについての分析や指摘はない｡私

の知り得る限り英語教育の分野においてもシェイクスピアの上演がもたらす

効用について書かれたものはほとんどないo

そもそも演劇は日本の正規の (ESSなどの課外活動ではない)英語教育に

積極的に取り入れられてはおらず4､日本人英語学習者に対する演劇の教育的

効果について書かれた著作や論文も数多いとは言いがたい｡佐野正之氏は『英

語劇指導マニュアル』において英語劇上演が英語学習者にもたらす効果とし

て以下のものを挙げている5｡ (コミュニケーションに関わる心理的要因を強化

すること)､(｢聞く｣｢話す｣言語活動としてすぐれていること)､(非言語的

手段と結びつけて英語を理解し表現できること)､(場面や文脈のなかで英語

を理解し表現できること)､(英語での自己表現力を伸ばせること)､(生徒に

英語学習の目的意識と成功感を与えること)などである｡英語で役を演じる

ためには､一定量の文章を理解､暗記､朗謂し､かつ他のキャラクターの台

詞にも反応しなければならないので､これらの効果を得ることは確かなこと

であろう｡ 実際に佐伯林規江氏はミュージカル上演が持ち得る英語学習効果

を理論的に裏付けし､学習者が動機づけや自信､抑制軽減等の心理的要素を

強化することを統計的にも示している60これまで演劇が正規の英語教育の現

場で教材として広く使用されてこなかったことは残念なことである｡

現代劇や映画が教材として使われる場合､日常生活で使われる語嚢や表現

を覚えるためには効果的であるが､注意すべきは模倣に終わる可能性である｡

特に映画の場合､特定の俳優が実際にスクリーン上で行う台詞回しが絶対的

な価値を持つ｡(又､大学の授業においては､単純な心理や解釈しか提供しな

いテキストの場合､学習者の関心や動機づけが低下する可能性もある0)

しかしシェイクスピア作品は､これまでさまざまな役者によってさまざま

に演じられ､また数多くの映画や朗読CDが作られてきた｡学習者は､複数

の読み方を聞き比べ､良いと思うものを選び取ることができる｡ また､名優

たちの間でさえ異なる台詞回しを行っている事実は､学習者が自分自身の解
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釈を深めていくきっかけになるであろう｡

ではなぜ役者によって読み方が異なるのか.第-には (これまでの批評史

が示すように)それぞれの作品が多様な解釈を許すからであるが､シェイク

スピアの台詞の多くが弱強五歩格 (iambicpentameter)という韻律を持つ

詩であることも見逃してはならない｡

ネイティブスピーカーの間でもシェイクスピアの韻文の読み方が単一一では

ないことは､例えばPlayingShakespeare(『シェイクスピアを演じる』)とい

う本の "UsingtheVerse"(｢韻文を使いこなす｣)という章が示している7｡

1984年に出版されたこの本は､ロイヤル ･シェイクスピア ･カンパニーの演

出家JohnBartonが10人以上ものシェイクスピア演劇の役者を集めて行った

ワークショップを文字に起こしたものである｡Bartonは､時には役者からの

提案を取り入れながら､シェイクスピアの台詞をどのように扱うべきか､役

者たちに指南していく｡"UsingtheVerse"に登場する役者は､SineadCusack,

lanMcKellen,PatrickStewart,DavidSuchetなど実に静々たるメンバー

である｡彼ら自身も含蓄深いコメントを提出するのだが､シェイクスピアの

韻文の扱い方は彼らのような役者にも自明ではないことがわかる｡

そしてBartonの指示は必ずしも研究者や演出家の間で一致した見解ではな

いo例えば書志哲雄氏は､Bartonの手法が一定の単語や句を強調しすぎる､

あるいは台詞が音楽に近づきすぎる危険性があると指摘し､Barton流台詞ま

わしが機械的､自己満足的とする批判も紹介している80

シェイクスピアのような古い演劇作品の上演においては､ネイティブスピー

カーだからこそ注意しなければいけない落とし穴もある｡たとえば､現代英

語と似ているがニュアンスが異なる表現があった時に､現代に引き付けて台

詞を話し､それによって笑いをとることである｡ 近年ロンドンに再建された

Shakespeare'sGlobeのTimCarrollは､そういう類の工夫で観客の歓心を

買っていると"thisshort-term successcameatalong-termcost"(短絡

な成功が払う代償が大きい)と指摘している｡Carrollは2005年に当時の発音
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によるシェイクスピア上演を演出したが､古い発音にこだわった理由として

韻律を挙げ､"Ihavelongfeltthatastrictattentiontothemetremight

wellcreatealanguagethat,evenifittookalittlegettingusedto,would

soundunified,andthereforemorelifelike."(慣れることに少し時間はか

かるかもしれないが､韻律に綿密な注意を払うことによって､台詞のことば

が一体感を持ち､それゆえにより生き生きと響くのではないかと感じてきた)

と述べている9｡

Bartonと同様の大御所演出家であるPeterHallも2004年にShakesbeayle's

AdviceiothePlayersを出版した10｡この本はPlayingShakespeareとは異

なり､演技についての方法論というよりも台詞が持つ修辞の分析が主である｡

しかし､韻律にはBartonよりも細かい注意を払っており､たとえば句読点で

切れていないのに韻文の1行を途中で切ることの危険性を幾度も指摘してい

る｡ その上で彼は次のように述べている｡

Butthereisconverselynooneco汀eCtWayOfspeakingtheline.

Therearealwaysinfinitechoicesfortheactorprovidedthefom

ismaintained.Heisnotboundbysomerigidsystem-sayrather

thatheisfreedbyafom whichgiveshim infiniteemotional

possibilities.ByobseⅣingthefom,theactor'Sspeechatitsbest

soundscompletelynatural.Theblankverseismadetosoundlike

colloquialspeechll.
しかし逆に言えば韻文には唯一絶対の話し方などないO形式が守られる

限り､役者には常に無限の選択肢があるo役者は厳格なシステムに縛ら

れているのではなく､むしろ､無限の感情表現の可能性を与えてくれる

形式によって自由になるのである｡形式を守ることによって役者のせり

ふ回しは､最高の状態において､完全に自然になる｡無韻詩が日常会請

のように響いてくるのである｡

Hallは､韻律を守ることで役者が無限の表現上の選択肢を得ることができ､

その結果､台詞が生き生きとしたものになると(Carrollと同様に)指摘して
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いる｡古い語嚢や語句が使われていても､韻律に留意することで､現代イギ

リス人にとっても躍動感ある英語が生まれるのである｡

この指摘はノンネイティブスピーカーの英語学習という点で考えみても興

味深い｡韻律という形式が生き生きとした英語を話すためのガイドとなり得

ることを示しているからである｡もっともシェイクスピアの台詞は英語初級

学習者にとってはわかりにくい語桑や文法構造があり､上級者にとっても､

Hallの指摘する ｢韻律を守ることによって得られる､完全に自然で日常会話

のような状態｣に到ることは難しいかもしれないOしかし本稿が強調したい

のは､たとえそれが作品の抜粋であったとしても､日本人英語学習者が韻文

を分析および朗涌する練習を通して､日本語にはない英語の音声的特徴を認

識および練習することができ､さらにその音声的特徴と意味や感情との関係

により敏感になり得ることである｡

2.韻律によって英語の性質を理解する

韻律を考慮しながらシェイクスピアの台詞を読むことは上級の技術だと思

われる傾向があるからか､学習上の効用についてはこれまで十分に検討され

てこなかった｡シェイクスピアの台詞は主に､弱強五歩格という韻律を持ち､

脚韻を踏まない無韻詩 (blankverse)で書かれている｡弱強五歩格とは､弱

く読む音節一つと強く読む音節一つで構成される詩脚(foot)を1行に五つ持

つ韻律である｡TwelfthNightの冒頭の1行を例にとり､強く読む音節を大

文字で書くと以下のようになる｡

ifMUsicBEtheFOODofLOVE,playON.(1.1.1)12
もし音楽が恋の糧であるなら､弾き続けてくれO

一見単純な規則に見えるが､この韻律は多くの (日本語にはない)英語の

音声的特質を学習する絶好の機会を与えてくれる｡まず､韻律分析は行中の



26 シェイクスピア原語上演が英語学習に与える意義について

音節 (およびその数)を認識することをスタートとするが､日本語は音節で

はなく､モーラと呼ばれる単位を基調としている13｡モーラとは擬音､促音､

長母音と二重母音の第2要素も一つと数える単位であり､上の行を所謂カタ

カナ英語で捉えると､1音節の "if"は2モーラの ｢イフ｣となり､2音節の

"music"は5モーラの ｢ミュージック｣に､1音節の "be''は2モーラの

｢ビー｣となってしまう｡(実際に授業においてこうした傾向から脱しきれな

い学習者を多く見かける｡)しかし韻律を考えるというプロセスによって､学

習者はモーラを基調とするカタカナ英語を脱して､それぞれの単語が何音節

であるか意識せざるを得ない｡特に ｢ミュージック｣や ｢フー ド｣ などの外

来語を英語の音で捉えなおす良い機会となるであろう｡

1行の中でどの単語のどの音節を強く読むべきかを考えることも日本人英

語学習者にとって非常に有意義である｡ 英語と日本語に内在するリズムは大

きく異なり､前者は強勢拍リズム､後者はモーラ柏リズムを持っている｡ 強

勢拍リズムとは強勢音節を等時間的に繰り返すことによって作られるリズム

であり､モーラ拍リズムとは各モーラを等時的に繰り返すことによって作ら

れるリズムである｡ 前者が ｢機関銃リズム｣に､後者が ｢モールス信号リズ

ム｣に例えられることもある14｡窪園晴夫氏は ｢英語を母語とする人たちの日

本語が､必要以上にメリハリのきいた発音に聞こえ､逆に日本人の英語が強

弱の変化に乏しい単調な発音に聞こえるのは､一つにはこのようなリズム構

造の違いによる｣ と述べている15｡

日本人学習者が英語での滑らかなコミュニケーションをとるためには､モー

ラとモーラ拍リズムを脱し､音節と強勢拍リズムに慣れ親しむことが必須で

ある. 英語のネイティブスピーカーは意識的に特定の音節を強めるだけでな

く､無意識のレベルでも一定の強勢パターンを守っているので､日常会話を

基にした教材ももちろん有効であろう｡ しかしシェイクスピア作品のような

詩劇の場合､作者自身が強音節を日常会話よりもさらに規則的に (日常会話

では強音節間の弱音節数に決まりはないが､弱音節と強音節が交互に現われ
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る弱強五歩格の構造は日本人学習者にはわかりやすい)､強く表れるように工

夫し､役者がそれを実践するように想定しているので､日本人英語学習者が

強音節という概念に親しむ教材として適している｡

先ほど挙げた TuJelfthNightの1行目は単音節の単語が多いので強音節の

位置はわかりやすいが､音節数の多い単語を含むと複雑になる｡ また韻律の

規則性が破られる場合もある.たとえば Tu)elfihNightの続く2行は以下の

ように読むことができる｡

GIVEmeexCESSofIT,thatSURfeitING,

theAPpeTITEmaySICKenANDsoDIE.(1.1.2-3)
音楽を過剰なまでに与えてくれ､そうすれば食傷して

食欲が衰え､やがてなくなってしまうだろう｡

たとえ学習者が "excess""surfeit""appetite"のどの音節に強勢がある

かを知らなくても､辞書で調べていくことによって全体の韻律が次第に明ら

かになっていくであろうo("GIVEme"で弱強格が強弱格に逆転している不

規則性については後述するD)韻律分析の一つのメリットは､英語圏での生活

が未経験の学習者も､英語のリズムが習慣や感性の問題だけではなく､客観

的な規範を持ち得ると実感できることなのである｡

韻律分析と朗謂のもう一つのメリットは､日本人が苦手とする英語母音の

発音練習にもなることである16｡ (次に引用する前川喜久雄氏の説明にあるよ

うに)音節の主要部は母音がになっているので､強音節をどう強く読むかは

母音をどう扱 うかに大きくかかっているからである｡ 日本語で基本となる母

音は/aiueo/の5つだが､英語には20もの母音が存在するOすなわち､〔i〕〔E〕

〔u〕〔〇〕〔Ze〕〔A〕〔∂〕〔i:〕〔u:〕〔〇:〕〔a:〕〔伽〕〔ei〕〔ou〕〔ai〕〔au〕〔っi〕

〔ia〕〔Ea〕〔ua〕である170これらの母音をある程度は明瞭に発音できなけれ

ば､音節を適切に強めることができない｡これは強勢拍 リズムを持つ言語で

コミュニケーションをとる際に致命的ではないだろうか｡
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演劇においては役者が客席の奥まで声を届かせること(projection)も重要

になってくるが､このことも母音と関係している｡ 母音と子音の性質に関し

て前川喜久雄氏は以下のようにまとめている｡

(1)母音調整時の声道には気流を阻害する顕著な狭窄が存在しないの

に対して､子音調音時には声道中のどこかに顕著な狭窄ないし閉

鎖が存在する｡

(2)母音は聴覚的ななきこえの大きな言語音である｡ そのため､複数

の言語音が音節にまとまる際には､母音が音節の主要部をになう

のが普通である (･･.)｡ 子音のきこえは母音に比べて小さいため､

単独で音節を形成することができないものが大多数である｡

(3)音響的にみると､母音の音源が声であるのに対して子音には声を

音源としない無声子音もある｡無声子音は声道中の狭窄ないし閉

鎖によって声道中の呼気流が阻害されることによって生じる雑音

を主要な音源として生成される18｡

母音の音源は ｢声｣であり､きこえも大きい｡逆に言うと ｢声｣を遠くま

で運ぶことができるのは子音よりも母音なのであり､劇場の奥まで声を届か

せるためには母音を大事に扱わねばならないことになる｡ 不明瞭に英語母音

を発音すると､それがそのまま伝わってしまうことになるであろう｡英語の

母音に対する意識が低い日本人にとって､広い空間で韻文の強音節を適切に

強めながら台詞を話す練習は､英語母音を矯正するための最適な訓練となり

得る｡(実際に同志社女子大学シェイクスピア･プロダクションの台詞指導を

行った際に､多くの学生に母音発音の著しい向上が見られた｡)

韻文朗請の複雑さと奥深さは強音節を読む強さが一定ではないことに起因

しているO先に､弱強五歩格中の-詩脚は弱く読む音節一つと強く読む音節

一つで構成されると述べたが､これは正確には､2番目の音節が初めの音節
●■■●

よりも相対的に強く読まれる､ということである19｡つまり､意味内容次第で､

1行中の五つの弱音節が同じ弱さでない場合や､強音節が同じ強さでない場

合が十分にあり得る20｡
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さらに､韻文の朗言削こおいて (そして一般的に英語を話す場合においても)
●●●●●

日本人英語学習者が強勢に関して意識的に取り組むべきなのは､強さの種類

が複数存在することを認識し実践することである｡窪園氏が述べるように､

日本語の語アクセントがピッチ (高さ)に大きく偏ったものであるのに対し､

英語の語アクセントは音を特徴づける四つの物理的特性つまり｢高さ｣｢長さ｣

｢強さ｣｢音色 (-音質)｣を総動員したものなのである21｡

強勢の種類の豊富さは､英語の韻文がはっきりとした枠組みを持ちながら､

豊かな表現の幅を許容する理由の一つであろうo学習者は韻文の強音節を読

む際に､これらの内どの要素をどの程度強めるのか､それが意味内容やキャ

ラクターの心情にどのように影響を与えるのか吟味しなければならない｡韻

文は日本語にはない英語のさまざまな音声的特質を引き出すので､韻文朗請

は日本人英語学習者がそれらの特質に対する意識を高め､また実践する絶好

の機会を与えるのである｡

3.韻律の不規則性と意味内容

韻律分析と朗言削まマザーグースのようなナースリーライムや英詩でも行う

ことができるだろう｡しかし台詞の持つ特長は､人物の性格や感情､他の人

物との関係性も反映されている点である｡このセクションでは､弱強五歩格

を破るリズムが出てきた場合､その不規則性にそれらを読み取ることができ

ることを例示していきたい｡

学習者にとってもっとも難しいのは､規則的にも不規則的にも読むことが

できるが､それに応じてニュアンスが異なってくる台詞である｡もう一度､

TuJelfihNightの冒頭の3行を考えてみようO

ifMUsicBEtheFOODofLOVE,playON

GIVEmeexCESSofIT,thatSURfeitING,

theAPpeTITEmaySICKenANDsoDIE.(1.1.ト3)
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2行目の "Giveme"は "GIVEme"と動詞を強く読む方が通常であろう

が､"giveME"と韻律上規則通りに読むこともできる｡"me"を強調するこ

とで ｢他ならぬ私に｣という意味になり､Orsinoのナルシズムを補強するこ

とができるであろう｡

一方で､強弱格 (trochee)の "GIVEme"とすると､韻律上の不規則性

にOrsinoの性格や気分を反映させることができる｡Orsinoは気まぐれな性

格を持っており､5行先で"Enough;nomore."(｢もうよい､十分だ｣)(7)

と音楽を急に止めてしまう｡ この気まぐれさを､極めて規則的だった弱強格

の1行目が2行目の冒頭で突如変化する不規則性に見ることができるのであ

る｡ また､強弱格は弱強格よりも力強い印象を与える効果があるが､この力

強さは､後の"excess"(過剰)､"surfeiting"(食傷)の意味の強さにも呼応

している｡

実際に映画やBBC･TV版で調べてみると､KennethBranagh監督作品

(1988)においてOrsino(ChristopherRavenscroft)は"GIVEme"と読

んでいるが､JohnGorrie演出 (1980)によるBBC･TV版Orsino(Clive

A汀indell)とTrevorNunn監督作品 (1996)のOrsino(TobyStephens)

は､多少meの方を強めて読んでいる｡ (しかし､後述するように､映像にお

ける韻律の朗請は舞台よりも平板になることに留意する必要がある｡)また､

PeterHallは先に挙げたShakesPeare'sAdvicetothePlayersでこれを強弱

格とし､"Itsurprisestheaudienceanditbreaksthehypnoticregularity

oftheiambics"(観客を驚かし､うっとりするような弱強格の規則性を破る)

と述べている22｡

学習者は韻律を守る場合､破る場合､それぞれのニュアンスを考えながら､

選択をしていかねばならない｡そして､これにより自分自身の解釈を推し進

めながら､リズムと内容や感情との相関関係に対する理解を深めることがで

きる｡

意外にもこうした韻律と内容の分析は研究対象になることが少なく､その
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ためか教育の現場においても触れられることが少ない230例えば授業用に作ら

れたCambridgeSchoolShakespeareシリーズの各作品テキス トは韻律の問

題をほとんど扱っていない｡一つの理由として､どの音節をどれほど強く読

むか､といった問題は役者や演出家の裁量によると思われていることが考え

られる｡

しかし､解釈の如何に関わらず､明らかに不規則な韻律もある｡ その例の

一つとして Tu)elfthNight2幕4場のOrsinoとViolaとのや り取りを見て

みたい｡Violaは男装LCesarioを名乗って､Orsinoに仕えているが､彼に

密かに思いを寄せている｡ そんな恋心を知らないOrsinoは､01iviaにかなわ

ぬ片思いをしており､恋の使いとしてCesario(Viola)を彼女のもとに送る.

強勢が置かれる音節を大文字で表記すると以下のようになる｡

Orsino

Viola

Orsino

Viola

Orsino

オーシーノ

onceMORE,CeSArio,75

getTHEEtoYONDsamesovereignCRUelTY.

TEIJLhermyLOVE,moreNObleTHANtheWORLD,

PRIZesnotQUANtiTYofDIRTyLANDS;

thePARTSthatFORtuneHATHbeSTOWEDupON垣

TELLheriHOLDasGIDdiLYasFORQ ;
but'TISthatMIRaCLEandQUEENofGEMS

thatNAturePRANKSherINatTRACTSmySOUL.
butIFsheCANnotLOVE

iCANnotBEsoANswered.

SAYthat

HATHfor

SOOTH,butyouMUST.

someLAdy,ASperHAPSthereIS,

yourLOVEasGREATaPANGofHEART
asYOUhaveFORoLIvia.ouCANnotLOVEher.

youTELL

80

85

herSO.mustSHEnotTHENbeANswered?

thereISnoWOman'sSIDES.

canBIDEtheBEATingOFsoSTRONGaPASsion
(2.4.75-90､下線は筆者)

さあシザーリオ､もう一度

あの高貴で残酷な人のもと-行ってこい｡
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ヴァイオラ

オーシーノ

ヴァイオラ

彼女に告げるのだ､私の愛はこの世の何よりも気高く

土地などという卑しいものの広さとは関係がないと｡

こうも告げてくれ､運命が彼女に与えた財産など

運命のように変わりやすいとしか思っていないと｡

この魂を彼女に惹きつけてやまないもの､それは

自然が着せた奇跡的な宝石のような美しさなのだ｡

でも､もし彼女が愛せないと言うなら､閣下?

そのような答えを聞くわけにはいかぬO

いえ､お聞きにならないと｡

もしも､ある女性が (きっとどこかにいるはずですが)

あなた-の愛のために強い心の苦しみを､

あなたの苦しみと同じぐらい強い苦しみを抱えていたとしても

あなたは彼女を愛せない｡そして､そう彼女に仰るでしょう｡

すると彼女はそれを聞き入れないといけないのではないですか?

オーシーノ 女にはそんな力はないのだ｡

こんなにも強い情熱の鼓動に耐えうる力は｡

下線は韻律が不規則な箇所である｡学習者はなぜ不規則になっているのか

を考え､それを朗請や演技に反映させることができる｡ たとえば､Orsinoの

最初の台詞における強弱格には01iviaに対する強い気持ちや求愛に対する意

気込みを見ることができるであろう24｡

83行目のViolaの台詞"butIFsheCANnotLOVEyou,SIR?"も一見リ

ズムは規則的だが､音節数が10ではなく8しかないという点で不規則である｡

足りない2音節には沈黙があると考えることができる｡行の前に間を置くな

らば､思い切ったことを尋ねる前にViolaは少し間を空けた､と解釈でき､

行の後に間を置くならば､一瞬Orsinoが答えに窮したと考えることができる｡

(行の前後にそれぞれ1音節分の休止を置くことも可能である｡)

さらに興味深いのは84行目である｡OrsinoとViolaの二人で1行を作って

いるだけでなく､"swered./SOOTH"というように､弱強格の1詩脚まで

も二人で作っている｡さらにOrsinoの台詞が弱い音節で終わる一方で､Viola

はすぐ後に強い音節"Sooth"を間髪入れず続けることになり､二人の対照的
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な態度を明確にする.Orsinoは01iviaに対する気持ちを諦めきれない一方で､

Orsinoを慕うViolaの説得は力強いのである｡Violaは､自分も恋を諦めな

いとならないことを分かっており､それを自分に言い聞かせるので"SOOTH"

という強音節から話し始める､と解釈することもできるであろう｡

Violaの続く2行の台詞 (85-86)も彼女の心情を反映したものになってい

る｡この台詞はたとえ話を使った一種の恋の告白なのだが､"SAYthat"(85)

の強弱格は､仮定の話であることをViolaが強調した､あるいは思い切って

切り出したととることができる｡ "Hathfor"(86)の強弱格も､たとえ話の

中で､Violaが実際の自分の想いを込めたと読みとることもできるであろう｡

次の2行 (87-88)も音節数が多いという点で不規則である.共に､弱い音

節が一つ末尾に付く｢女性行末｣(feminineending)と呼ばれる形を持って

いる25｡この形は余韻を残す効果があるが､ここにも登場人物の心理を読み取

ることができる｡たとえば､Violaの､自分の想いは応えられることがないで

あろう､という消極的な想像である｡

87行目は女性行末だけでなく､行の途中にも弱音節が一つ余分に持ってお

り､12音節になっている｡さらに87､88行目は共に行中で文が切れる ｢行間

休止｣(ceasura)があることも総合して考えると､ここではViolaが興奮し

ながら話していると解釈することができる｡

これらの行の長さが偶然ではなく､シェイクスピアの狙いがあることは､

次のOrsinoの台詞が6音節しかない短い行である事実から窺うことができる｡

Violaの勢いに押されたOrsinoは､4音節分の沈黙をおいてから､今度は自

分の01iviaに対する恋心を興奮しながら語りだすのであるO

このように､韻律がどのように整っているか､あるいはどのように乱れて

いるかを確認することで､キャラクターの心情や､複数のキャラクターの気

持ちのせめぎ合いに迫ることができる｡初めはどこを強く読むのかわからな

い学習者がいるとしても､行全体の音節の長さや､2音節以上の単語の強勢

の位置を辞書で丹念に調べていくと韻律は徐々に明らかになっていく｡次の
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段階としては､意味内容を考えながら強勢箇所を吟味していかねばならない

が､こうした訓練は学習者が ｢音節｣や ｢強勢｣という二つの要素､そして

それらと意味内容との関係-の理解を深める機会となる｡ しかも､それは脚

本分析-とつながる意義深い作業にさえなり得るのである｡

4.映画における韻律について

役者が実際に行ったさまざまな読み方や解釈を知ることは学習者にとって

大きな刺激になるであろう｡しかし､映像作品を参考にする場合､劇場と映

像とでは台詞回しのあり方が異なることに注意しなければならない｡

劇場においては､観客席の隅々に届く発声が必要とされるが､映画やTVで

はマイクで録音された音声がスピーカーを通して視聴者に届けられる｡ 韻文

は広い空間で声を張って台詞を読み上げることに適しているが､マイクを使っ

た発声は大きな声量を使わないので韻律が活きてこない場合が多い｡(朗読CD

においても同様のことが言える｡映像がない分､台詞を丁寧に扱う傾向にあ

るのは確かだが､この媒体も役者がマイクに吹き込むので広い空間における

韻文の発声とは異なっている｡)

むしろ映画においては日常会話に近い台詞回しが好まれ､休止箇所も韻律

に関わらず自由に定められることが多いDたとえばTrevorNunn監督 Twelfth

NightのOrsinoは作品冒頭において次の (/)の箇所で長くはっきりとした

休止を置いている｡

Ifmusicbethefoodoflove,playon(/)

Giveme(/)excessofit,(/)thatsurfeiting,

Theappetitemaysickenandso(/)die.(1.1.2--3)

この結果Orsinoは､現実での発話のように､話しながら次のことばを探し

ている印象を観客に与える｡ 同時に､"excess"や "die"の前の休止には､

それらのことばをドラマティックに響かせようとするOrsinoのナルシズムも
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表われているo KennethBranagh 監督作品のOrsinoも "it"の後で休止を､

BBC･TV版Orsinoも"love"の後で休止している｡ 映画版に共通して見ら

れることは､弱強格のリズムをある程度保ちながら､同時に台詞を (通常の

映画の台詞と同じような)現実の自然な会話にも近づけようとする工夫なの

である｡

2番目に引用したViolaとOrsinoのやり取りにおいても､Branagh監督

作品のViola(FrancesBarber)は次の箇所で休止を置いている｡

AsyouhaveforOlivia.(/)Youcannotloveher.
Youtellherso.(/)Mustshenotthenbeanswered?(2.4.87-88)

興味深いことに､最初の休止で画面はOrsinoをクローズアップで映し出し､

Violaの心情だけでなく､彼女のことばを聞くOrsinoの心情にも観客の注意

を引いている｡ Nunn監督作品のViola(ImogenStubbs)も"Olivia"の後

に休止を置き､韻律よりも"Youcannotloveher"と言うことを騰緒するViola

の心情を優先させている｡ さらに､画面がViolaだけをとらえることで､観

客に彼女の心情を推察させる｡ 映画においては､韻律の規則性 ･不規則性よ

りもこうした画面操作がキャラクターの心情を雄弁に物語るのである.

先に検討したように､Violaの "Butifshecannotloveyou,sir?"(83)

とOrsinoの"Thereisnowoman'ssides"(89)は音節数がそれぞれ8と

6で､その前後に休止が生まれていた｡しかし､どの映画も二人の発話の勢

いと画面操作に集中し､休止は置いていない｡

このように､映画における台詞まわしは学習者にとって参考になるが､実

際に朗請や舞台上演を行う際には､単純に模倣することはできない｡しかし､

このことも学習においてはむしろプラスに働くと言えるのではないだろうか｡

参考にできる資料が数多く存在する一方で､受動的な模倣に終始することな

く学習者それぞれが台詞を解釈する力や創造性を伸ばすことができるからで
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ある｡また､映画版がなぜ特定の台詞まわしを選んでいるかを考えることも､

音 ･リズムと登場人物の心情との関係 (および表現媒体の違い)を考える機

会を学習者に与えるであろう｡

もっとも､実際に舞台上演を行う場合でも､シェイクスピア当時のような

半野外劇場での上演ではない限り､韻律分析やその解釈を演技に反映できな

い可能性が十分にあり得る｡照明や音響､装置､劇場の形状や大きさ､台詞

のカット､演出方針などによって独自の要請が生まれてくるからである｡ し

かしそうした場合においても､韻律分析によって台詞の性質を一度把握した

ことはその後の英語の響きと演技の質を大きく変えるであろう｡

5.おわりに

シェイクスピアの韻文を分析し､読み方を練習することによって､日本人

英語学習者は､日本語にはない英語の音声的特性､すなわち音節､母音､強

勢に対する感覚を養いながら､それらと意味との関係にも敏感になっていく

ことができる｡

英詩を教材として使う場合も同様の効果があるだろうOしかし､演劇作品

には､音声的特性と､キャラクターの性格や感情､あるいはキャラクター間

のせめぎ合う心理との関連を考察できるメリットがある｡ そして､数ある韻

文劇の中でも､シェイクスピアの台詞は､音と意味内容が最も精妙に呼応し

ている｡台詞の読み方の参考例や翻訳が多いことも学習者の手引きとなる｡

初 ･中級の日本人英語学習者がシェイクスピア作品を一つ読みきることは

難しいかもしれないが､RomeoandJulietやAMidsummerNight'sDyleam

などよく知られた作品の一部を抜粋して､練習することは有効であろう｡指

導する側が適切なガイドを与えることで､表現の楽しさを味わいながら､英

語の音声的特徴を学んでいくことができるCもちろん上級者は名優の残した

映像や録音を参考に独自の表現を目指すことや､テキストの演劇的分析研究

-と向かうこともできるだろう｡
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従来､日本の教育においてシェイクスピアを中心､とする韻文劇は､日本語

に訳することによって英語の意味を把握するための教材として､あるいは歴

史や文化に対する理解を深めるための教材として使われることが多かった｡

しかし､英語の読み書きだけでなく､話し聞く能力も求められる21世紀の社

会において､シェイクスピア作品は､学習者が文化的､芸術的な関心を南め

ながら同時に英語の音声的特質をも獲得できる教材として､これまで以上に

積極的に使われて然るべきではないだろうか｡
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クスピア ･プロダクションの意義は大きい｡現時点で58年間にわたり連続上演さ

れてきた事実も英語教育上､注目に値する0

5 佐野正之編著 『英語劇指導マニュアル』(東京 :玉川大学出版部､1990)10-15｡

6 佐伯林規江 ｢ミュージカル ドラマ ･パフォーマンスを導入した英語教育法の理論

と実践｣『同志社女子大学学術研究年報』第45巻 Ⅰ(1994)143-169および"TheUse

ofDramaActivitiesinEFLAPsycholinguisticPerspective''『同志社女子大

学学術研究年報』第47巻 Ⅰ(1996)22-450

7 JohnBarton,PlayingShakespean(London:Methuen,1984)25-46.

8 書志哲雄 『劇場のシェイクスピア』(東京 :早川書房､1991)174-1780

9 Tim Carroll,Prologue to Pnnouncing Shakes♪ean,David Crystal

(Cambridge:CambridgeUP,2005)xvi.

10 Peter Hall,Advice to ShakesPewe Players (New York:Theatre

Communications,2003).別売のCD版ではHallはRomeoandJul2-etを題材に二

人の役者DanielStevensとRebeccaHallに対して実際に台詞の指導を行っている｡
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ll Hall,27.

12 Tu)elfthNighiからの引用は全てElizabethStoryDonnoed.,TwelfthNight

(Cambridge:CambridgeUP,1985)より｡尚､文頭や行頭の最初の大文字も､強

勢が置かれない限り小文字にしている (以下同様)0

13 窪園晴夫､『語形成と音韻構造』 (東京 :くろしお出版､1995)16-220窪園氏は日

本語がモーラを基調としているが､音節も日本語音声を考える上で重要な要素で

あることも指摘している (19-22)｡

14 窪固､『語形成』33-35｡

15 窪園晴夫､｢音声学 ･音韻論｣『英語学概論』西光義弘編 (東京 :くろしお出版､

1997;増補版､1999)400

16JanetJensen(Sono)氏は､音読において母音を長く発音すること(vowele一ongation)

の重要性と､日本人英語学習者の母音が不明瞭になる傾向を指摘している｡Janet

Jensen,"OralInterpretation:TheBreathofLifetotheWrittenWord"

『同志社女子大学学術研究年報』第34巻 Ⅰ (1983)155-1600

17 窪園､『語形成』140

18 前川喜久雄､｢音声学｣『音声』田窪行則､前川喜久雄､窪園晴夫､本多清志､白

井克彦､中川聖- (東京 :岩波書店､2004年)､140

19 GeorgeT.Wright,ShakesZ)eayle'sMetricalArt(BerkeleyandLosAngeles:

UniversityofCalifomiaPress,1988)8.("[R]egularityiniambicmeter

denotesonlytheuniform recurrenceofayelativesuperiorityofstressin

eveⅣ secondsyllable(orinmostofthem)overtheoneitfollows.")

20 強勢の強さの段階について統一された表記法はないが､言語学では強勢を4段階

に分けることがある｡言語学的見地から見た英詩の韻律規則に関しては溝口彰氏

による 『音韻論』 (現代の英文法3)(東京 :研究社､1985)の第3章 ｢英詩のリ

ズム｣ が詳しい｡荒井氏は強音節､弱音節をそれぞれ3段階に分ける見解を紹介

している (荒井､336-337)0

21 窪園､『語形成』300

22 Hall,105.

23 この点でPeterHallやJohnBartonそしてGeorgeT.Wrightの著作は貴重で

ある｡荒井氏も上掲書の ｢ブランク ･ヴァ-ス｣(336-340)および ｢セリフにつ

いて｣(1631176)という項目で韻律について解説している｡Bartonの場合､1行

に強音節を8あるいは10置くことがあり､彼の解説には演出家としての解釈が入っ

ている可能性に注意が必要である｡この点に関して善志哲雄氏は ｢十もストレス

が続くのなら､自ずとその間に強弱の変化が生じて来るのではないか｡-もしも

ストレスは全て一様にするというなら､劇の台詞は音楽に近づいてしまう｡｣と指
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摘している (喜志､177)∩

24 77､80行目は "tellHER"と規則通りに読むこともできる｡

25 87行目は"YOUcanNOTLOVEher"と読むこと､すなわち弱強六歩格の六歩

格目が強弱格に逆転していると読むこともできるo


